














































































てのまとまった著作である『ジグソー学級』（The Jigsaw Classroom）の表紙（図 1）に、肌の色
の異なる子どもたちが一緒にジグソー・パズルに取り組んでいるイラストが採用されているのは、
「ジグソー法」の開発に至る問題意識の表れと見ることができる。













































たものであり、1976 年には著者の手で英訳され、米国において Small-Group Teaching というタイ
トルで出版された。
　この著者の一人であるシュロモ・シャランの提案により、1979 年 7 月、イスラエルのテルアビ








ンが中心となってこの ICCE を開催することになり、1979 年に実現することとなったというわけ
である。


























際協同教育学会（International  Association  for  the  Study  of  Cooperation  in  Education、以下
IASCE）」が設立されることとなった。その後 IASCE は、ニューズレターを発行して協同学習の
最新動向に関する情報を発信していくなどして、1980 年代から 1990 年代にかけて急速に勢力を拡
大していった。1985 年には、『教育における協同』に続く IASCE のハンドブックとして、『協同す
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アイディアブック』（The Teacher’s Sourcebook for Cooperative Learning）や（23）、シャランらに























（Adaptation Mode and Behavior of Urban Anglo-American and Rural Mexican Children）にも関
連しており、ケーガンが元々協同学習と人種・文化との関連に注目していたことを窺わせる。
　ICCE に参加したケーガンは、IASCE でも積極的に活動を続けた。1989 年には出版社 Kagan 
Publishing を自ら立ち上げ、精力的に著書や教具の発売・普及に取り組んでいる。1992 年にはさ
らに Kagan  Professional  Development を設立し、協同学習のワークショップや教員研修、コンサ
ルタントのサービスを提供している。



























































































出典：Kagan, S., “The Structural Approach to Cooperative Learning,” in Educational Leadership, Vol. 47, 
No.4, 1990, p.14 から、筆者訳出のうえ一部抜粋。最右列で斜体になっているものは社会的な機能に当たる。
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